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建築面積求積図 S:1/200

1階 床面積求積図 S:1/100

2階 床面積求積図 S:1/200

小屋裏収納 S:1/200
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敷 地 面 積

底 辺（m） 高 さ（m） 倍 面 積（㎡）

敷 地 面 積   (㎡)

倍 面 積      計

62.92    

125.847936

1 11.301 5.568 62.923968
2 11.301 5.568 62.923968

丸め 切り捨て

ト ー タ ル 面 積 表       (㎡)

敷 地 面 積

建 築 面 積

床　面　積 1階

2階

延 床 面 積

建　蔽　率

容　積　率

建築可能建蔽率

建築可能容積率

62.92

24.84

24.84

24.84

49.68

(24.84/62.92)×100 39.48%

(39.75/62.92)×100 63.18%

60.00%

100.00%
丸め 面積 切り捨て

面積率 切り上げ
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本図面は、構造審査に必要な意匠・設備関係図（内外装仕上表・太陽光パネル

仕様、給湯機（令129条の2の3関係） など）の記載を省略し、構造関係のみを

モデル化したものである。

４寸勾配

４寸勾配

申請建物

太陽光パネル
1580×812×18枚

11.301

5.
56
8

5.
56
8

KBM

合計
丸め 切り捨て

丸め 切り捨て

自動車車庫等

丸め 切り捨て* 緩和対象部分

丸め 切り捨て

建 築 面 積 表

計 算 式 面  積

24.8430004.550×5.460矩形

形 状

A1

計(㎡) 計(坪)

24.84 7.51合計

床 面 積 表<1階>

A1

A2

矩形

形 状 計 算 式 面  積

24.8430004.550×5.460

*-9.9372002.730×3.640

計(㎡) 計(坪)

7.51    24.84    合計

A1

計 算 式

床 面 積 表<2階>

形 状

矩形 4.550×5.460

面  積

24.843000

計(坪)計(㎡)

合計 24.84 7.51

A1

形 状

矩形 2.275×5.460

計 算 式

床 面 積 表<小屋裏>

面  積

12.421500

計(坪)計(㎡)

12.42 3.75

真
北

1



備　考 図面番号

作図年月日

図面名称件　名

検図検図検図 縮尺
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□級建築士事務所　〇〇〇知事登録　第〇〇〇〇〇号

設計者

N.S2 026.02. 28

一般社団法人 東京都建築士事務所協会　木造専門委員会版2025年10月改定

必要に応じて温度等の補正を行うこと建築材料

（法第37条）

基礎コンクリート

基礎鉄筋

構造部材の耐久 （令第37条）

基礎（令第38条）

地盤調査 （令第38条）

はり等の横架材（令第44条）

木材（令第41条）

土台および基礎 （令第42条）

柱の小径 （令第43条）

筋かい（令第45条）

構造耐力上主要な軸組

（令第46条）

継手・仕口（令第47条）

防腐処置等 （令第49条）

塀（令第62条の8）

防火構造

延焼のおそれのある部分

屋根 （法第22条）

外壁 （法第23条）

軒裏 （令第108条）

居室の内装 内装材 （令第20条の7）

居室の換気 換気設備 （令第20条の 8）

給排水衛生設備

給水排水その他の配管設備 （令第129条の2の4）

特定行政庁が条例規則で定める規定 法第40条

法第41条

支持地盤の種別及び位置

構造耐力上主要な部分

防湿方法

床の高さ

SD295

主筋・スラブ筋：D13　その他：D10

SWS試験による

該当無し

該当無し

横架材・柱材：集成材、その他無等級材　耐力上欠点のないこと

土台105角（ヒノキKD）を設ける

基礎の種類

鉄筋

地盤調査

地盤改良

屋根ふき材の固定方法

屋外に面する部分のタイル等の緊結方法

太陽光システム等を設置した際の防錆処理

木杭及び常水面の位置

基礎の底部の位置

基礎の底部に作用する荷重数値の算出方法

横架材間距離

中央部付近の下側に耐力上支障のある欠き込み

有効細長比（ 最大値 ）

筋かいの断面

筋かいの欠き込み

第1項

耐力壁両側柱頭・柱脚

その他の柱頭・柱脚

小屋組みの接合方法

鉄網モルタル下地等の防水処置

欠き込みなし

45x90

欠き込みなし

主要な梁せい：ベイマツ105x105～300

2階建ての隅柱

柱断面の欠き取り（ 1/3以上 ）の有無

床組：構造用合板24mm、小屋梁組：火打金物　振れ止め設置

特記なきはCP-T互換金物

該当無し

地面から1ｍの範囲で防腐・防蟻処理

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

BP2　筋かい金物

N値計算による

カラーベストコロニアル

構造用合板12mm（特類）

改質アスファルトルーフィング940

該当無し

ケイカル板10mm

構造方法

材料の種別

壁の厚さ

補強筋

補強筋種別

仕上げ

野地板

防水紙

仕上げ

仕上げ

内装材 （ 複合フローリング、集成材、ビニールクロス、石膏

ト、接着剤）

ボード、内装、収納ドア、洗面化粧台、キッチンセッ

全てF☆☆☆☆

機械換気設備の構造

天井裏等（合板、構造用合板、収納内部、石こうボード） 全てF☆☆☆☆

昇降機以外の建築設備の構造方法

給水給湯管材料

排水管材料

水栓

平成12建告第1388号および同左第5改正（平成24国交告第1447号）

配置図に記載

構造耐力上主要な部分の柱、筋かい、土台

第3種機械換気設備 

（単位：特記無き限り　㎜）

令第3章第2節（構造部材等）

リートブロック造）

令第3章第4節の２（補強コンク

令第3章第3節（木構造）

建築設備の構造強度 （令第129条の2の3）

腐食・腐朽・摩損のおそれのあるものに腐食等防止措置

鉄筋コンクリート　ベタ基礎

対象外

1/3以上欠き取る場合適切に補強

第3項　火打土台･床組･小屋梁組の火打･構造用合板等･振れ止め

筋かい端部

第4項　壁量基準（ 耐震・耐風）

吐水口空間を有効に確保

特に無し

東京都建築安全条例

ベタ基礎及びねこ土台

採用建材毎の標準施工方法による

筋かい、構造用合板9mmの配置は、平面図及び壁量計算による

垂木－軒桁：ひねり金物ST-15、その他木造工事標準図による

法第2章第2節（居室の天井の高さ、

床の高さ、および防湿方法

小　　項　　目項　　　　目 仕　　　　様

　　仕　 様　 表
　備　考

設計基準強度Fc21N/mm　、スランプ18㎝以下

HD金物で上下柱を緊結（通し柱なし）

地盤の長期許容応力度　20kN/m

2

2

Zﾏｰｸ表示金物又は同等認定品

カラーベスト設計施工基準

粘性土地盤（GL-400)

GL＋561

1階　座屈長さ:2,895　断面二次半径:30.31　柱の有効細長比95.5≦150 　

2階　座屈長さ:2,695  断面二次半径:30.31　柱の有効細長比88.9≦150

引込:ステンレス、敷地内:耐衝撃硬質塩化ビニル管、住戸内:架橋ポリエチレン管

建物外周部基礎の根入れ：GL-300、地盤面からの深さ(底版部)：GL-100

Zﾏｰｸ表示金物又は同等認定品

Zﾏｰｸ表示金物又は同等認定品

座屈長さ=横架材相互間内法寸法

火打ち土台はなし

横架材間内法寸法の比率：1/27.6（2階）最大2,695　比率：1/25.7　

柱小径105（共通） （1階）横架材相互間垂直距離の最大2,895　柱の小径と

M12アンカーボルト＋座金4.5×40角×14Φにより緊結。柱心から200以内に

設置　設置間隔2,700以内

採用システム毎の標準施工方法による。取付け金物等は防錆処理された材料を使用する

地盤調査報告書（本試設計では添付省略）

居室の床の高さおよび防湿方法 （令第22条)

木材の規格（JAS）または等級

柱脚の固定方法

土台の固定方法

屋根ふき材等（令第39条）

窯業系サイディング18mm 通気

JIS A5308

JIS G3112

2仕様表
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柱頭

柱脚

10

35

柱頭

柱脚

10柱頭

柱脚 20

10柱頭

柱脚 20

注）　　印は接合金物、　　印は面材壁倍率を示す

2400

長ほぞ差し込み栓打ち

V字型金物

羽子板ﾎﾞﾙﾄ

羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50

W6 6.50 構造用合板9mm(2.5)+筋かい45x90ダブル

記号 倍率 面材高さ横架材間 実倍率

0.9準
PB1

垂
PB2

耐力壁の両端の柱の土台にはM12アンカーボルトを設置

筋かいはBP2もしくは同等金物で施工のこと

2.5倍　N50@150

3.7倍　CN50@75

0.9倍　GNF40@150

柱頭

柱脚

せっこうボード

0.00

0.65

1.60

1.40

1.00

10.0

15.0

20.0

25.0

35.06.60

4.70

3.70

2.80

1.80

8.5

7.5

5.1

3.4

0.0短ほぞ差し、かすがい打ち

L字型金物

T字型金物

短冊金物

短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50

10KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物

20KN用引き寄せ金物

25KN用引き寄せ金物

ビス止めホールダウンU 35KN

10

15

20

25

35

V

記号 表記 仕様 Ｎ 耐力 採用金物

山形プレート

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ

ビスどめHD U 15kN

ビスどめHD U 20kN

ビスどめHD U 25kN

ビスどめHD U 35kN

(い)

(ろ)

(は)

(に)

(ほ)

(へ)
(と)

(ち)

(り)

2895

小屋裏収納

ＬＤＫ

（13帖）

U
P

トイレ
洗面脱衣室

ＵＢ

車庫

階段

廊下

玄関

階段

D
N

物入

バルコニー

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

(壁量算定に加算しない）

せっこうボード

（壁倍率＝面材の基準倍率×0.6×面材の高さの合計／横架材相互間の垂直距離）

接合部凡例

準耐力壁凡例

記号 倍率 実倍率 面材種類面材高さ(垂れ壁＋腰壁) 横架材間

0.9 400+0=400 2895

構造用合板は告示仕様（木造工事標準図参照）

せっこうボード（準耐力壁）は木造工事標準図参照

W5 6.20 構造用合板9mm(3.7)+構造用合板(2.5)

W4 5.00 構造用合板9mm(2.5)両面

W3 2.50 構造用合板9mm(2.5)

W1

W2

記号 倍率 仕様

筋かい45x90シングル

筋かい45x90ダブル

2.00

4.00

耐力壁凡例

１階柱脚金物で15kN以上の金物は基礎に緊結すること

金物は柱頭柱脚同一金物とすること

1階柱頭・2階柱脚の金物がHDの場合、サイズが大きい方に合わせて施工すること

垂れ壁等凡例（壁倍率＝面材の基準倍率×0.6×面材の高さの合計／横架材相互間の垂直距離）
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（
最
高
軒
高
）

2
,0
53

8,
37
8
（
最
高
高
さ
）

10
4

▼ＧＬ ▼ＧＬ

3
,1
05

40
02
0

1階ＦＬ

3,
00
0
（
階
高
）

56
1

2
,
80
0

2階ＦＬ

2,
76
4
（
階
高
）

6,
3
25
（
最
高
軒
高
）

2,
05
3

8
,3
7
8
（
最
高
高
さ
）

10
4

3
,1
05

40
02
0

1階ＦＬ

3,
00
0
（
階
高
）

56
1

2
,
80
0

2階ＦＬ

2,
76
4
（
階
高
）

6,
3
25
（
最
高
軒
高
）

2,
05
3

8
,3
7
8
（
最
高
高
さ
）

ＵＢトイレ

ＬＤＫ

3
,1
05

4
20
1
05
2,
89
5
（
横
架
材
間
寸
法
）
10
5

40
0 2
0

1階ＦＬ

3,
00
0
（
階
高
）

56
1

2
,
80
0

2,
69
5
（
横
架
材
間
寸
法
）
1
05

2階ＦＬ

2,
76
4
（
階
高
）

6,
3
25
（
最
高
軒
高
）

Ｃ
Ｈ
＝
1,
40
0

Ｃ
Ｈ
＝
2
,4
00

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

56
1

ＦＬ±0

300

300

10
4

洗面脱衣室

▼ＧＬ▼ＧＬ▼ＧＬ

車庫

洗面脱衣室

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

56
1

ＦＬ±0

ＬＤＫ

Ｃ
Ｈ
＝
2
,4
00

ＦＬ±0

3,
1
05

4
20
1
05
2,
89
5
（
横
架
材
間
寸
法
）
10
5

40
0 2
0

2
,8
00

2,
69
5
（
横
架
材
間
寸
法
）
1
05

6,
32
5
（
最
高
軒
高
）

1階ＦＬ

3,
00
0
（
階
高
）

56
1

2階ＦＬ

2,
76
4
（
階
高
）

300 300

Ｃ
Ｈ
＝
1,
40
0

Ｃ
Ｈ
＝
2,
40
0

バルコニー

1,820 3,640

910

300 300 300 300

300 300

910

300 300

910

2階横架材天端

2階横架材天端2階横架材天端 2階横架材天端

ＧＬ
▲基礎天端

2階横架材天端 2階横架材天端

軒高軒高 軒高

軒高 軒高 軒高 軒高軒高 軒高

軒高 軒高

小屋裏収納

小屋裏収納

軒高

南側  立面図 S:1/100

北側  立面図 S:1/100 西側  立面図 S:1/100  S:1/100断面図 (桁行 )

東側  立面図 S:1/100 断面図 (張間 ) S:1/100

910 1,820 1,820

4,550

4,550 5,460

5,460

立面図・断面図 4

X5 X
0

X
0

X
5

X
0

X
5

Y
0

Y
6

Y6 Y0 Y6 Y0



備　考 図面番号

作図年月日

図面名称件　名

検図検図検図 縮尺

（仮称 ） A邸 　 新築工事□級建築士事務所　□□□建築設計事務所

□級建築士　〇〇〇登録　第〇〇〇〇〇号　氏名〇〇 太郎

□級建築士事務所　〇〇〇知事登録　第〇〇〇〇〇号

設計者

N.S20 26.02.2 8

一般社団法人 東京都建築士事務所協会　木造専門委員会版2025年10月改定

見付面積表
方向 階

X 2 B1

B2

1 A1

A2

A3

Y 2 B1

B2

1 A1

面積

6.474

計 累計

単位  m、㎡

単位 m、㎡

単位  m、㎡

単位  m、㎡

単位  ㎡

5.655×1.192 6.741

6.120×2.276 13.929

20.67 20.67

5.655×0.950 5.372

6.565×1.700 11.161

5.655×0.350 1.979

18.52 39.19

4.745×1.192 5.656

5.689×2.276÷2.0

12.13

4.745×3.000 14.235 14.24

12.13

26.37

20.67

12.13

39.19

26.37

4.550×5.460

バルコニー

面積 係数

0.4

加算床面積

バルコニー（性能表示に準じて算出）

小屋裏収納 1.4

加算床面積

12.43

4.15 1.66

階 面積

2 1 4.550×5.460

1 1

床面積表

24.85

24.85

バルコニー加算壁量計算用面積

1.66

8.29

8.29

8.29

33.14

34.80

面積 A 高さ h

小屋裏収納（告示）a

小屋裏加算

A1

A2
A1

Ｘ方向(東面)見付面積算定図 Ｙ方向(南面)見付面積算定図

A3

B1 B1

1
,3
5
0

1
,3
50

GL

1FL

5
61

2FL

3
,0
00

B2

2,
27
6

9
50

1
,7
00

3,
0
00

1,
19
2

1,
19
2

※

※

●

●

●

●

注．採用壁量は地震力、風圧力による値の大なるもの

B2

5,655

5,655

6,120

6,565

3
5
0

2
,2
76

4,745

5,689

注）屋根寸法は安全側に仕上げ外面にて包絡する

1 1

1階に加える

1，2階各階に加える

小屋裏収納面積算定図バルコニー面積算定図１階床面積算定図 ２階床面積算定図

5,
46
0

4,550 4,550

5,
46
0

4,550

91
0

5,
46
0

2,275

壁量判定表(基準法) 単位  m

階 方向 存在壁量 判定

2 X  > OK 

Y  > OK 

1 X  > OK 

Y  > OK 

必要壁量（採用値は●印）

風圧力地震力

17.29

24.11

30.97

34.12

7.96

7.96

14.62

14.62

階 方向

2 X

Y

1 X

Y

準耐力壁等の必要壁量に対する割合
必要壁量 準耐力壁等壁量

A B

B/A

C

－

－

－

判定

C≦1/2

OK

OK

OK

OK

存在壁量算定表 単位  m

階 方向 壁量 準耐力壁等壁量 存在壁量

2 X

Y

1 X

Y

0.00

0.00

0.80

0.00

0.04
7.96

14.62

17.29

24.11

30.17

34.12

0.00

0.00

0.80

0.00

17.29

24.11

30.97

34.12

倍率

準PB1

記号 合計壁量＝個所×長さ×方向階

準耐力壁等存在壁量算定表

20.910X1 0.44 0.800

単位  m

単位  m

0.80

準耐力壁等倍率計算表 単位 mm

階 倍率 開口部高 下地貼高 横架材間内法 実高

1 － 2400.0 2400.0

記号 準耐力壁倍率

準PB1 2895.0 0.44 0.44

2 X 2.50 0.910 6 13.650

2.00 0.910 2 3.640

Y 2.50 0.910 7 15.925

2.50 1.820 1 4.550

2.00 0.910 2 3.640

1 X 6.50 0.910 1 5.915

6.20 0.758 1 4.699

2.50 0.910 7 15.925

4.00 0.910 1 3.640

Y 5.00 0.910 3 13.650

2.50 0.910 7 15.925

2.50 1.820 1 4.550

耐力壁存在壁量算定表
階 方向 記号 倍率 × 長さ × 個所 ＝ 壁量 合計

単位  m

W3

W1

W3

W3

W1

W3

W2

W4

W3

W3

W6

W5

試設計においては、面積は切り上げ、また高さについては平均高さではなく、最高高さにより安全側で設計している。

17.29

24.11

30.17

34.12

0.90

Y

見付面積(風圧力)に対する必要壁量

床面積(地震力)に対する必要壁量
階 方向 床面積 乗ずる数値 必要壁量

階 方向 乗ずる数値

2 X

Y

1 X

Y

2 X 0.500

Y

1 X

必要壁量算定表

33.14

34.80

0.240

0.420

見付面積

a = h(小屋裏収納の内法高さの平均値)／2.1×A(小屋裏収納の床面積)
a : (各階に加算する床面積)

壁量計算 5

※印数値は、■表計算ツール（多機能版）による

必要壁量

壁倍率＝面材の基準倍率×0.6×面材の高さの合計／横架材相互間の垂直距離

10.34

6.07

19.60

13.18

7.96

14.62

10.34

19.60

10.34

6.07

19.60

13.1

注）小屋裏収納の内法高さの平均値は1.4m以下だが
　　安全側に1.4mとして検討している。



備　考 図面番号

作図年月日

図面名称件　名

検図検図検図 縮尺

（仮称 ） A邸 　 新築工 事□級建築士事務所　□□□建築設計事務所

□級建築士　〇〇〇登録　第〇〇〇〇〇号　氏名〇〇 太郎

□級建築士事務所　〇〇〇知事登録　第〇〇〇〇〇号

設計者

N.S2 026.02. 28

壁釣り合い判定表 単位  m

階 方向 必要壁量 存在壁量 壁量充足率

2 X 上 6.825

下 8.645

Y 左 12.740

右 11.375

1 X 上 9.100

下 10.614

Y 左 9.100

右 15.925

1.992

1.992

2.489

1.493

3.486

4.184

4.532

2.789

3.426

4.339

5.118

7.618

2.610

2.536

2.007

5.709

壁率比

0.789

0.671

0.971

0.351

判定

 OK 

 OK 

 OK 

 OK 
(壁率比0.5以下であるが充足率＞1.0故O.K)

2 X 上 2.50 0.910

下 2.50 0.910

2.00 0.910

Y 左 2.50 0.910

2.50 1.820

2.00 0.910

右 2.50 0.910

1 X 上 2.50 0.910

下 6.50 0.910

6.20 0.758

Y 左 2.50 1.820

2.50 0.910

右 5.00 0.910

2.50 0.910

側端部分存在壁量算定表
階 方向 記号 倍率 × 長さ ×個所

単位  m

3

3

1

2

1

2

5

4

1

1

1

2

3

1

＝

6.825

6.825

1.820

4.550

4.550

3.640

11.375

9.100

5.915

4.699

4.550

4.550

13.650

2.275

壁量

6.825

8.645

12.740

11.375

9.100

10.614

9.100

15.925

合計

2.5

2.5

2.5

6.2

5.0

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

W3

W3

W1

W3

W3

W1

W3

W3

W3

W3

W4

W3

W6

W5

階 方向

2 X 上

下

Y 左

右

1 X 上

下

Y 左

右

小屋裏収納は、各階上、左、下に配分

バルコニーは、1階左、下、右に配分

0.00

1.66

0.42

0.42

0.00

0.00

0.00

0.00

小屋裏収納の面積配分

側端部分必要壁量算定表
階 方向

2 X 上

下

Y 左

右

1 X 上

下

Y 左

右

6.22

6.22

6.22

6.22

6.22

6.22

床面積

6.22

6.22

6.22

2.08

4.15

0.00

2.08

2.08

3.74

4.57

0.42

8.30

9.96

10.79

6.64

8.30

8.30

10.37

0.240

0.240

0.240

0.240

0.420

0.420

0.420

0.420

単位  m

必要壁量

1.992

1.992

2.489

1.493

3.486

4.184

4.532

2.789

合計床面積 乗ずる数値

4.15

0.00

2.08

2.08

2.08

2.08

4.15

0.00

2.08

4.15

0.00

2.08

3.74

4.57

0.42

2.08

バルコニー 小屋裏収納面積小屋裏収納

単位  ㎡

小屋裏収納
単位  ㎡

階 方向 面積 計

2 X 上 6.22U1 4.550×1.365 6.210750

下 6.22D1 4.550×1.365 6.210750

Y 左 6.22L1 1.138×5.460 6.213480

右 6.22R1 1.138×5.460 6.213480

1 X 上 6.22U1 4.550×1.365 6.210750

下 6.22D1 4.550×1.365 6.210750

Y 左 6.22L1 1.138×5.460 6.213480

右 6.22R1 1.138×5.460 6.213480

側端部分床面積表

2,275

1,
36
5

1
,3
6
5

1,138

5
,4
60

[小屋裏収納]

小屋裏収納 壁釣り合い算定図

4,550

ＵＢ 1,
36
5

4,550
1
,
36
5

5
,4
60

5
,4
60

4,550 4,550

5
,4
60

1,
36
5

5
,4
60

1
,
36
5

1,138 1,138 1,138
1,138

U1

D1

L1 R1

U1

D1

L1 R1

１階壁釣り合い算定図 ２階壁釣り合い算定図

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5 2.5 2.52.52.5

2.5

2.5

5.0

2.5

2.52.5

5.0

5.0

2.5

2.5

2.5

2.5

2.52.5

6.2

[洗面脱衣室]

[階段] [廊下]

[玄関]

[車庫]

[階段]

[物入]

[ＬＤＫ]

2.5

2.5

[トイレ]

注）　　内数字は壁毎の合計壁倍率を示す。

壁量計算（４分割法） 6

判定基準

・壁量充足率＝存在壁量／必要壁量

・壁率比＝壁量充足率の小さい側／壁量充足率の大きい側

一般社団法人 東京都建築士事務所協会　木造専門委員会版2025年10月改定

・壁量充足率＞1.0、壁率比≧0.5



備　考 図面番号

作図年月日

図面名称件　名

検図検図検図 縮尺

（仮 称） A邸 　 新築 工事□級建築士事務所　□□□建築設計事務所

□級建築士　〇〇〇登録　第〇〇〇〇〇号　氏名〇〇 太郎

□級建築士事務所　〇〇〇知事登録　第〇〇〇〇〇号

設計者

N.S2026.02 .28

接合部凡例
記号 表記 Ｎ 耐力 採用金物仕様

(り)

(と)

(ち)

(ほ)

(へ)

(に)

V

(ろ)

(い)

(は)

1.40

1.00 山形プレート

0.00

0.65

1.60

1.80

2.80

3.70

4.70

6.60 35.0

25.0

20.0

15.0

10.0 ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ

ビスどめHD U 15kN

ビスどめHD U 20kN

ビスどめHD U 25kN

ビスどめHD U 35kN35

25

20

15

10

8.5

7.5

5.1

3.4

0.0

長ほぞ差し込み栓打ち

短ほぞ差し、かすがい打ち

羽子板ﾎﾞﾙﾄ

短冊金物

羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50

短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50

Ｎ値計算

1階柱脚の15kN以上の接合金物は基礎と直接緊結すること

L型金物

V型金物

T型金物

10kN用引き寄せ金物

15kN用引き寄せ金物

20kN用引き寄せ金物

25kN用引き寄せ金物

ビス止めホールダウンU 35kN

3.00

-1.60

0.90

-0.35

-0.35

3.00

-1.60

-0.35

0.90

0.90

-1.60

-1.60

-0.35

1.15

1.65

2.15

-1.60

-0.85

2.15

-1.60

-1.10

0.28

-1.60

-1.60

2.90

2.40

5.00

0.07

1.50

5.96

1.60

-0.60

0.65

0.65

1.60

-0.60

0.65

-0.60

0.15

0.65

0.65

0.15

0.65

0.65

-0.10

-0.60

0.65

0.15

1.60

0.65

0.65

-0.60

1.600 0

1 0

2 0

4 0

5 0

0 1

1 1

5 1

1 2

5 2

0 3

1 3

5 3

0 4

1 4

5 4

0 5

5 5

0 6

1 6

3 6

4 6

5 6

0 0

0.8 0

2 0

5 0

0 1

1 1

2 1

5 1

0 2

1 2

2 2

5 2

1 3

2 3

5 3

0 4

1 4

2 4

3 4

4 4

5 4

0 5

5 5

3 5.1

0 6

1 6

2 6

3 6

4 6

6

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2.50×0.8－0.4 1.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

2.50×0.5－0.6 0.65

2.50×0.5－0.6 0.65

2.50×0.8－0.4 1.60

(2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15

(2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

(2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65

(2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

2.50×0.8－0.4 1.60

2.50×0.5－0.6 0.65

2.50×0.5－0.6 0.65

0.00×0.5－0.6 -0.60

2.50×0.8－0.4 1.60

6.20×0.8＋2.50×0.8－1.0 5.96

6.20×0.5－1.6 1.50

0.00×0.5＋2.50×0.5＋0.42－1.6 0.07

[X4Y0] 2.50×0.5×0.91/2.73 0.42

0.00×0.8＋2.50×0.8＋0.83－1.0 1.83

[X4Y0] 2.50×0.5×1.82/2.73 0.83

6.50×0.5＋(2.00－0.50)×0.5－1.6 2.40

6.50×0.5＋(2.00＋0.50)×0.5－1.6 2.90

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

4.00×0.5＋(2.00＋0.50)×0.5－1.6 1.65

4.00×0.5＋(2.00－0.50)×0.5－1.6 1.15

2.50×0.5－1.6 -0.35

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.5＋0.00×0.5－1.6 -0.35

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.8＋2.50×0.8－1.0 3.00

0.00×0.5＋2.50×0.5－1.6 -0.35

2.50×0.5－1.6 -0.35

2.50×0.5＋2.50×0.5－1.6 0.90

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.8＋2.50×0.8－1.0 3.00

2.50×0.8－0.4 1.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

2.50×0.8－0.4 1.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

(2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15

0.00×0.5－0.6 -0.60

(0.00＋1.00)×0.5－0.6 -0.10

2.50×0.5－0.6 0.65

2.50×0.5－0.6 0.65

(2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15

2.50×0.5－0.6 0.65

2.50×0.5－0.6 0.65

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

2.50×0.5－0.6 0.65

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.8－0.4 -0.40

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

0.00×0.5－0.6 -0.60

2.50×0.8－0.4 1.60

2.50×0.8＋2.50×0.8－1.0 3.00

0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.5＋0.00×0.5－1.6 -0.35

5.00×0.8＋2.50×0.8－1.0 5.00

2.50×0.5＋0.00×0.5－1.6 -0.35

0.00×0.5＋(2.00－0.50)×0.5－1.6 -0.85

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.5＋0.63－1.6 0.28

[X0Y3] 2.50×0.5×0.91/1.82 0.63

0.00×0.5＋(0.00＋1.00)×0.5－1.6 -1.10

0.00×0.5－1.6 -1.60

5.00×0.5＋2.50×0.5－1.6 2.15

0.00×0.5＋(2.00－0.50)×0.5－1.6 -0.85

0.00×0.5－1.6 -1.60

5.00×0.5＋2.50×0.5－1.6 2.15

2.50×0.5＋2.50×0.5＋0.63－1.6 1.53

[X0Y3] 2.50×0.5×0.91/1.82 0.63

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.5－1.6 -0.35

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

5.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 0.90

2.50×0.5＋2.50×0.5－1.6 0.90

2.50×0.5＋0.00×0.5－1.6 -0.35

0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.8＋0.00×0.8－1.0 1.00

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

0.00×0.5＋0.00×0.5－1.6 -1.60

2.50×0.8＋2.50×0.8－1.0 3.00

柱接合部判定表
計算式

20(ち)20(ち)

20(ち)

10(に)10(に)

10(へ)10(へ)

20(ち)20(ち)

15(と)15(と)

15(と)15(と)

15(と)15(と)

35

10(ほ)10(ほ)

10(ほ)

35

10(ほ)

10(ほ)10(ほ)

10(ほ)10(ほ)

10(ほ)10(ほ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(ろ)V(ろ)

V(い)V(い)

V(い)V(い)

V(い)V(い)

V(い)

V(は)

V(い)

V(い)V(い)

V(い)V(い)

V(い) V(い)

V(い)V(い)

V(い)

V(い)

V(い)

V(い)

V(い)V(い)

V(い)V(い)

V(い)V(い)

V(い) V(い)

V(い)V(い)

V(い) V(い)

V(い)V(い)

V(い)V(い)

35

V(は)

V(は)

35

V(は)

V(は)

V(は)

金物階

１

２

柱位置

Hi Ｘ方向 Ｙ方向出隅YX

2.7 2.7

Hi 柱頭 柱脚

Ｎ

V(い) V(い)

V(い)

20(ち)

V(い)

5

×

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

※1、2階共横架材上端間高さ≦3.2mより、Hi=2.7mとする。　　N値が5.6超の場合、耐力はN×5.3kNとする
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備　考 図面番号

作図年月日

図面名称件　名

検図検図検図 縮尺

（仮称 ） A邸 　 新築工 事□級建築士事務所　□□□建築設計事務所

□級建築士　〇〇〇登録　第〇〇〇〇〇号　氏名〇〇 太郎

設計者

□級建築士事務所　〇〇〇知事登録　第〇〇〇〇〇号

2 026.02. 28

〃
〃

〃〃

N.S

1/10 1/20

２．耐火構造等の構造詳細図（外壁）１．耐火構造等の構造詳細図（屋根）

釘CN50 @75以下

柱

1000mm以下

1
5
0

1
5
0

7
5

7
5

４．高倍率耐震壁（壁倍率3.7）詳細図

大壁・壁勝ち仕様（壁倍率3.7）

500mm 500mm以下 以下

6
m
m
以
上

胴つなぎ
45×90以上

構造用合板
厚9mm以上

75 75
間柱

土台

横架材

一般社団法人 東京都建築士事務所協会　木造専門委員会版2025年10月改定
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( 4 )

8構造詳細図

外部 内部

TBA-65(15本)柱

M16用平ワッシャー

アンカーボルトM16

基礎

土台

ビスどめホールダウンU 35kN用

横架材

柱

両ネジボルトM16

柱
TBA-65(15本)

M16用平ワッシャー

M16用平ワッシャー

TBA-65(15本)

（参　考　図）

105×105mm構造用合板特類2級　9mm

せっこうボード12.5mm透湿防水シート

窯業系サイディング18mm

　通気層　厚さ18mm

カラーベストコロニアル葺き

屋根下地

ルーフィング

屋根ふき材

垂木

45×60　@455

外壁下地 柱

内壁下地

内壁仕上げ

ビニルクロス貼

構造用合板12mm

改質アスファルトルーフィング

防水シート

胴縁

外壁材

〇外壁 S=1/10〇屋根 S=1/10

３．ビスどめホールダウンU 35kN用（参考図）　 S=1/20

65

162.5

97.5













□級建築士事務所　□□□建築設計事務所

□級建築士　〇〇〇登録　第〇〇〇〇〇号　氏名〇〇 太郎

□級建築士事務所　〇〇〇知事登録　第〇〇〇〇〇号

設計者

N.S2026 .02.28

14表計算ツールによる必要壁量・柱小径

備　考 図面番号

作図年月日

図面名称件　名

検図検図検図

（ 仮称） A邸 　 新 築工事

縮尺
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